
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和□□年度学校評価 計画

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇全職員による共通理解と共通実践
・ゴールをイメージしながら解決すし、主
体的に学びに向かう児童の育成。

○「数学的な見方・考え方を働かせ数学
的な活動を通して児童に資質・能力を育
成する授業を行った」と回答する教師８
０％以上
〇「本時のゴールを意識しながら学習
し、自己の学びを振り返ることができた」
と回答する児童80％以上

・教師は、「授業づくりのステップ1,2,3」を
活用しながら、数学的な見方・考え方を
働かせる授業作りに努める。
・児童が、本時のゴールを正しく把握し、
自己の学びを振り返るようにさせる。
・佐賀県教育の合言葉を意識できるよう
に、啓発活動を仕組み、「家庭学習の習
慣化」を図る。

・ ・

学力向上CO

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○自分からあいさつができる児童７０％以
上、あいさつができる児童８５％以上。
○気持ちのよい言葉遣いができる児童の割
合が８０％以上。

◎ふだんの音楽科では体験できないような
音楽に触れる機会の設定し、演奏会での音
楽の美しさやよさを感じることができた児童
が７０％以上。

・「伊万里っ子しぐさ」をもとに生活目標を作
成し、月１回、全校集会等で話をする。ま
た、学級で唱和する時間などを設け、浸透さ
せる。
・あいさつや言葉づかいに関する取り組みを
それぞれ１回は行う。
・ふれあい道徳、人権集会等を行い、児童
の様子を家庭に伝える等、啓発活動を仕組
む。

・音楽の美しさを感じることのできる行事を
設定する。

・ ・

〇生活部

◎特活・文化部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○こころのアンケートで「学校が楽しい」と答
える児童が８０％。

◎人権・同和教育の充実に向け、共通教材
や部落史学習について通信等で年に１回は
保護者に伝える。

・こころのアンケート等を毎月実施し、児
童の心の状態や人間関係の様子を詳細
に把握する。また、それを生かして互い
の違いを認め合い、思いやりのある学級
づくりを行う。
・全職員で年度初めと月１回、児童につ
いての共通理解を図る時間を確保す
る。

・佐賀県教育の合言葉「ほめるから、は
じめる。はじまる。」を教職員に広める。
・人権の意味や大切さに触れる機会を
設ける。

・ ・

〇生活部
〇教育相談

◎人権・同和教育推進委
員会

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・特別支援教育の啓発、佐賀県教育の
合言葉「ほめるから、はじめる。はじま
る。」の浸透を図り、個々の児童の特性
に応じた支援を行う。
・各職員へのキャリアパスポートの効果
的な活用啓発を行う。

・ ・

特別支援CO
特別活動（キャリア教育）

◎児童が大川町や大川小学校を誇りに
思う教育活動。

◎大川町の自然・歴史・人々・産業など
の地域の良さを知る活動や学習の振り
返りで、自己肯定感を高める表現や地
域を「好き」「夢・目標がある」などの肯定
的な表現をした児童が７０％以上。

・各学年の発達段階に応じた学習活動
を仕組み、地域との交流などの取組の
設定を年１回以上行う。

・ ・

特活・文化部

❶「運動習慣の改善や定着化」

❷「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒
60％以上。

❷「健康に良い食事をしている」児童生
徒70％以上

❶昼休みの外遊びを奨励し、多くの児童
と複数の職員が関わりながら過ごす。ま
た、歩いての登下校を推進する。

❷健康に良い食事についての授業を栄
養教諭を招いて行う。保護者アンケート
を実施し、保護者へ啓発していく。

・ ・

保体部

〇楽しい体育授業づくりの実践 ○体育の授業が楽しいと答える児童が
９０％以上

・「体育指導者ハンドブック」を活用した
授業実践を紹介し、活用を促す。

・ ・
保体部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・時間外在校等時間が長い職員の分掌
内容を見直し、平準化に努めながら、職
員の心身の健康をみとる。
・学年グループに若手とベテランをバラ
ンスよく配置し、互いの長所を生かすよ
う働きかける。

・ ・

校長・教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域とのつながり

○学校運営協議会を中心とした地域と
の連携
〇地域とともにある開かれた学校づくり

〇「学校運営協議会が、地域とつなげる
役割を果たしている」と肯定的な回答を
した委員が８０％以上。
○開かれた学校づくりに取り組んでいる
と回答する保護者が８０％以上。

・学校運営協議会と連携し、学校の活性
化を図る。
・授業等の公開、情報の提供や収集、
HPの充実と活用、地域教育力の積極的
活用し、学校の活性化を図る。

・児童も教職員も保護者も地域も誇りう
る学校づくりを推進する。

・ ・

校長・教頭・教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

「元気いっぱい」    ①健康なからだづくりを意識し、粘り強く取り組む児童の育成・効果的な保健指導・「元気なあいさつ」については、一定の成果を得ることができた。次年度も継続する。
「やさしさいっぱい」  ②大川町や大川小学校を誇りに思う児童の育成、「心の教育3点セット」の活用等による豊かな心の育成については、一定の成果を得ることができた。だれもが、安心して過ごせる学級経営の充実に向け、保護者と担任との懇談の場を増やす。
「知恵いっぱい」    ③家庭との連携による学習習慣の定着については、一定の成果が得られた。学習状況調査に課題が見られたため、学習形態・タブレット端末利活用による授業の工夫、授業公開により、学力向上を目指す。

２ 学校教育目標 「元気いっぱい、やさしさいっぱい、知恵いっぱい」の児童の育成

３ 本年度の重点目標

「元気いっぱい」    ①「新型コロナウイルス収束を見据えた効果的な保健指導」と進んで「元気なあいさつ」をする児童の育成。
「やさしさいっぱい」  ②人権・同和教育の先導役として、道徳教育、人権学習により、児童の豊かな心の育成。佐賀県教育の合言葉「ほめる」の啓発により、だれもが安心して過ごせる学級経営の充実。
            ③閉校、開校に向けた「地域とのつながり」に目を向けた活動の充実、大川町や大川小学校を誇りに思う児童の育成。
「知恵いっぱい」    ④学習状況調査の課題解決に向け、学習形態・タブレット端末利活用による授業の工夫と積極的な授業公開。

学校名 伊万里市立大川小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


